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例会発表要 旨 第172回2002.7.27 「デザイ ン理論』41/2002

漆 の 光 沢 を 模 倣 し た 西 洋 の ラ ッ カ ー 「ジ ャパ ン」

ジ ャパ ニ ングの技 法 と材 料1672-1804年

鈴 木裕子/ア プライド・アーティスト

「ジ ャパ ン」 と は何 か

本 発 表 は,ヨ ー ロ ッパ の ラ ッカ ー 「ジ ャパ

ン」 を と りあ げ,1)「 ジ ャパ ン」 と は何 か,

2)「 ジ ャパ ン」 は どの よ うに行 なわ れ た か,

を 明 らか にす る もので あ る。

日本 で は,「 ジ ャパ ン」 と は漆,漆 器,漆

塗 りの こと で あ る と理 解 され て きた。 漆 工 芸

の専 門家 の著 作 や,英 和 辞 典 に もそ の よ うに

書 か れ て い る。

しか し,日 本 で刊 行 され た英 和 辞 典 を英 米

の英 語 辞 典 と比 べ る と,奇 妙 な こ と に気 付 く。

英 米 の英 語 辞 典 の"lapan"の 項 に は 「漆 」

「漆 器 」 と い う意 味 は ま っ た く無 い の に,日

本 の英 和 辞 典 の 「ジ ャパ ン」 の 項 に は 必 ず

「漆」 「漆 器 」 な ど と書 かれ て い る,と い う こ

とで あ る。 英 米 の英 語 辞 典 を原 典 と し,そ れ

を和 訳 した は ず の英 和 辞 典 に,原 典 を無 視 し

て 「漆 」 「漆 器 」 な どの 意 味 が 加 え られ て い

る。

英 語 の文 献 は何 と書 い て い る か。 「ジ ャパ

ニ ン グ とは,中 国 と 日本 の ラ ッカー ・ワ ー ク

を模 倣 す る ヨー ロ ッパ の手 法 で あ っ た。 … …

イ ギ リス の ジ ャパ ンは,絵 の具 と ワ ニ スか ら

作 られ る」(R.W.シ モ ンズ)。 「1660-75年

の 間 に,ジ ャパ ニ ン グ とい う新 しい産 業 が お

きた。 最 初 はパ リ,続 い て ロ ン ドン,ま も な

くオ ラ ン ダ,ド イ ツに。 … … ヨー ロ ッパ の初

期 の 作 品 は,イ ン ド産 の シ ェ ラ ック,そ の他

の 樹 脂 を,ワ イ ンの酒 精 も し くは油 に溶 か し

た ワ ニ スで 作 られ て いた 」(F.ギ ブ ズ)。 「中

国 や 日本 か ら輸 入 され る ラ ッカ ー を ヨー ロ ッ

パ で も作 り た い。 ラ ッカ ーそ の もの を作 れ な

い な らば,そ の模 倣 品 で もよ い。 … … 日本 は

そ の国 名 を,ラ ッカ ーを模 倣 す る ヨー ロ ッパ

の試 み に与 え た。 … … ヨー ロ ッパ の模 倣 は,

イ ン ドか らガ ム ・ラ ック,シ ェル ・ラ ック と

い う形 で 輸 入 され る樹 脂 を材 料 と した。 … …

漆 は ヨー ロ ッパ の ラ ッカー の材 料 と は な らな

か った」(0.イ ン ピー)。

英 語 の"japan"が 漆 を 意 味 す る と い うの

は,完 全 な誤 りで あ る。 日本で は 「ジ ャパ ン」

を 「漆 」 と同一 視 したた め,17・8世 紀 の ヨー

ロ ッパ に お いて 漆 が 「模倣 され た」 と い う重

要 な こと を認 識 で きな くな った。 「ジ ャパ ン」

は,ヨ ー ロ ッパ の 材 料 と ヨ ー ロ ッパ の技 法 で

行 な われ た。 「ジ ャパ ン」 に漆 は使 われ なか っ

た。 「ジ ャパ ン」 は漆 の模 倣 で あ る。

ジ ャパ ニ ングの 始 ま り

中国 や 日本 の漆器 は,16世 紀 末か らヨー ロ ッ

パ に もた らされ て 大 き な衝 撃 を与 え た。17世

紀 中 頃 に は,同 じよ うな もの を ヨー ロ ッパ セ

も作 ろ う とい う機 運 が 生 まれ,手 も とに あ る

材 料 を使 って 漆 塗 りの模 倣 が始 ま った。

ヨー ロ ッパ が 漆 器 か ら受 けた衝 撃 は,17世

紀 の ジ ャパ ニ ング の技 法 書 に記 され て い る。

そ れ は漆 器 の1)丈 夫 さ,2)優 れ た光 沢,

3)厳 か な絵 柄,で あ った。 特 に 「光 沢 」 は,

大 きな シ ャ ンデ リア や鏡 に象 徴 され る17・8

世紀 ヨー ロ ッパ の家 具 と室 内 装 飾 の趣 向 に合

致 した。 漆 塗 りの よ うに丈 夫 で,優 れ た光 沢

の美 しい外 観 を もっ キ ャ ビネ ッ ト,テ ー ブル,

台,鏡 の枠,暖 炉 用 品,壁 面 パ ネル な ど の製

作 が,ヨ ー ロ ッパ の材 料 に よ って始 ま った。

それ が ジ ャパ ニ ン グで あ る。

ジ ャパ ニ ン グは,イ タ リア,フ ラ ンス,イ
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ギ リス,オ ラ ンダ,ベ ルギ ー,ド イ ツ,北 欧,

ロシ ア,北 米 の植 民 地 な どで盛 ん に行 わ れ た。

特 に フ ラ ンスや ドイ ッの ジ ャパ ンに は,中 国

や 日本 の 絵 柄 の空 間 構成 も取 り入 れ られ た。

ジ ャパ ニ ン グ初 期 の 技 法 と そ の土 台

初 期 の 技 法 の 一例 は,1688年 に イ ギ リス で

出 版 され た 「ジ ャパ ニ ン グ と ワニ スが け』 に

見 られ る。 著者 ・ス トー カ ー の ジ ャパ ニ ング

は,ラ ッ ク とい う樹 脂 を ワイ ンの酒 精 に溶 か

した ワニ ス で行 な わ れ る。 ラ ック は イ ン ド原

産 の樹 脂 で あ るが,早 くか ら ヨー ロ ッパ に伝

わ って い た。 この ワニ ス に黒 い顔 料 を加 え,

ター ペ ン タイ ンで稀 釈 して 使 う。 白色 ・青 色

の ジ ャパ ンに は,サ ン ドラ ック,マ ス テ ィ ッ

ク,コ ーパ ル な ど多 種 類 の樹 脂 が使 わ れ る。

漆 は,い か な る ジ ャパ ンに も,ま った く使 わ

れ な い。 巻 末 に は,ジ ャパ ニ ング によ る作 品

が,「 い っそ う漆 塗 りに似 て 見 え る よ う に」

と,絵 柄 の手 本 も載 って い る。

他 に も多 くの技 法 が あ った が,樹 脂,油,

酒 精 と い う材 料 は共 通 して い た。 こ う した技

法 は ど こか ら来 たの か。1)ヨ ー ロ ッパ の伝

統,2)イ ス ラ ムの ラ ッカ ー の影 響,で あ る。

各 種 の樹 脂 を 油 や 酒精 に溶 かす と,樹 脂 の

性 質 に応 じた ワ ニ スが で きる。 ヨー ロ ッパ で

は古 くか ら,皮 細 工,柳 細 工,木 製 品 や 絵 画

の 保護,あ るい は銀 箔 を金 色 に見 せ る ため に

ワ ニス が使 わ れ て きた。 この ワ ニ スが けの 技

法 が ジ ャパ ニ ン グに応 用 され た。

イ ス ラム の ラ ッカ ーは イ ン ド以西 の ラ ッカ ー

で あ る。 東 ア ジア で は漆 が 木 部 の 保 護 な ど に

使 わ れ て きた が,イ ン ド以 西 で は さ まざ ま な

樹 脂 を油 や酒 精 に溶 い た ワ ニ スが 昔 か ら使 わ

れ て い た。16世 紀 中 頃 に はそ の 一 っ が,技 法

と もど もヴ ェネ チ ア に伝 え られ た。 ヴ ェネ チ

ア で は,イ ス ラム の ラ ッカー の 技法 を使 い,

イ ス ラ ム の意 匠 と イ タ リアの意 匠 を組 み合 わ
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せ た箱,楯,額 縁 な どが作 られ,ヨ ー ロ ッパ

中 に輸 出 され た。 この技 法 は,イ ギ リス,フ

ラ ンス,ド イ ッに も伝 わ って いた 。

ヨー ロ ッパ の ラ ッカ ーの 確 立

ヨ'一ロ ッパ の各 国 で競 って ジ ャパ ニ ン グが

進 め られ る うちに,漆 塗 りを越 え る よ うな ジ ャ

パ ンが生 み 出 さ れ た。1)17・8世 紀 の 漆塗

りで は不 可 能 で あ っ た色 地 の ジ ャパ ン,2)

漆 塗 り以 上 に丈 夫 な ジ ャパ ン,で あ る。

漆 器 の光 沢 が 称 賛 され た 一方 で,黒 とい う

色 は,ヨ ー ロ ッパ で は必 ず し も好 ま れ な か っ

た。 ご く初 期 か ら白 や 青 の ジ ャパ ンが作 られ

た。 ワ ニ ス の工 夫 を 重 ね る こ とに よ って,他

の家 具 や 壁 の 色 と も調 和 した さ ま ざ ま な色 合

い の ジ ャパ ンの製 作 も可 能 とな った。 そ れ は

「色」 に お い て,ジ ャパ ンが 漆 を 越 え た こ と

を意 味 した。(日 本 で 白色 の 彩 漆 の製 造 が 可

能 に な るの は,こ の200年 も後 の こ とで あ る。)

それ らの ジ ャパ ンに は,東 洋 の絵 柄 の模 倣 に

代 わ って,無 地 や ヨー ロ ッパ の絵 柄 が 多 く描

か れ る よ うに な った。 こ う して,中 国 や 日本

の 漆 器 と も,イ ス ラム の ラ ッカ ー と も異 な る,

ヨ ー ロ ッパ独 自 の ラ ッカ ーが 確 立 され た 。

ジ ャパ ニ ング は木 部 の表 面 だ けで な く,皮,

紙,妬 器,金 属 な ど の上 に も行 な わ れ た。 な

か で も興 味深 い の は,18世 紀 の イギ リス で始

ま った ア ス フ ァル トを使 った ジ ャパ ンで あ る。

コー クス を作 る過 程 で 抽 出 され た ア ス フ ァル

トを亜 麻 仁 油 と合 わ せ,タ ーペ ン タイ ンで稀

釈 して ワニス とす る。 それ を紙 製 品(パ ピエ ・

マ ッ シュ)や,こ の頃 登場 した ブ リキ製 の水

差 しな ど に塗 り,高 温 で焼 い た もの で あ る。

そ れ らは,黒 色 の 強 い光沢 を持 ち,高 熱 に も

耐 え る丈 夫 さを特 徴 と して い た。 こ う して,

漆 塗 り以 上 に丈夫 で,は るか に安 価 な ジ ャパ

ンが 誕 生 した。 この方 法 は19世 紀 後 半 ま で盛

ん に行 わ れ た。


